
令和８年度岡山県図書館協会総会開催要項  
 

日時：令和８年６月２２日（月）10:30～12:00 

場所：岡山県立図書館多目的ホール（２階） 

 

 

 

１ 開   会 

 

 

２ 令和８年度役員の変更   資料① 

 

 

３ 議長選出  

 

 

４ 議   案 

 

（１）令和７年度事業報告・収支決算報告・監査報告   資料②③④ 

 

（２）令和８年度事業計画（案）・収支予算（案）   資料⑤⑥⑦⑧ 

 

（３）その他 

 

 

５ 報   告 

 

（１）研究奨励金について 

 

（２）企画委員の変更について   資料⑨ 

 

 

６ そ の 他 

 

 

７ 閉 会 

 

 

令和８年度図書館功労者表彰式 
 

 

図書館功労者表彰について             資料⑩ 

 



　資料①

役職 会員種別

1 会長 岡山県立図書館・館長 小林　伸明 施設会員

2 副会長 岡山市立中央図書館・館長 菅野　啓子 施設会員

3 〃 岡山大学図書館・館長 鶴田　健二 施設会員

4 理事 倉敷市立中央図書館・館長 笠井　幸雄 施設会員

5 〃 総社市図書館・館長 高杉　整二 施設会員

6 〃 倉敷市立短期大学付属図書館・館長 小久保　圭一郎 施設会員

7 〃 金光図書館・館長 高橋　浩一郎 施設会員

8 〃 県立岡山朝日高等学校・司書 井上　真紀子 個人会員

9 〃 青年図書館員研修会・委員長 佐藤　賢二 個人会員

10 〃 日本図書館協会・代議員 本山　雅一 個人会員

11 監事 津山市立図書館・館長 菊入　典子 施設会員

12 〃 早島町立図書館・館長 丸山　桂子 施設会員

参与 岡山県教育庁生涯学習課・課長　 宮森　久彰

※ は変更部分

役職 会員種別

1 会長 岡山県立図書館・館長 大西　治郎 施設会員

2 副会長 岡山市立中央図書館・館長 永田　朱美 施設会員

3 〃 岡山大学図書館・館長 鶴田　健二 施設会員

4 理事 倉敷市立中央図書館・館長 唐渡　文明 施設会員

5 〃 総社市図書館・館長 小原　靖子 施設会員

6 〃
ノートルダム清心女子大学附属図書館・
館長

伊木　洋 施設会員

7 〃 金光図書館・館長 高橋　浩一郎 施設会員

8 〃 県立岡山朝日高等学校・司書 井上　真紀子 個人会員

9 〃 青年図書館員研修会・委員長 佐藤　賢二 個人会員

10 〃 日本図書館協会・代議員 本山　雅一 個人会員

11 監事 津山市立図書館・館長 菊入　典子 施設会員

12 〃 早島町立図書館・館長 芝原　孝典 施設会員

参与 岡山県教育庁生涯学習課・課長　 滝澤　幸隆

　令和８年度　岡山県図書館協会役員　

会員名

　〈参考〉令和７年度　岡山県図書館協会役員 

会員名
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資料② 

岡山県図書館協会 令和７年度事業報告 

事 業 名 実施期日 内 容 会  場 

会  

議 

理 事 会 R7.5.29 

【議案】 

・役員の選出

・図書館功労者の決定

・令和６年度事業報告、収支決算報告及び監査報告

・令和７年度事業計画(案)、収支予算(案)

・研究助成・研修参加助成の対象について

・研究奨励金の交付について

岡山県立図書館 

定 期 総 会 R7.6.9 

【議案】 

・役員の選出

・令和６年度事業報告、収支決算報告及び監査報告

・令和７年度事業計画(案)、収支予算(案)

・研究助成・研修参加助成の対象について

【報告】

・研究奨励金について

・企画委員の変更について

・図書館功労者表彰

岡山県立図書館 

企画委員会 
R7.7.23 

R7.12.3 
研修会の企画・会報の編集 

岡山県立図書館 

・オンライン

研

修

・

講

習

会

等 

研修・講習

会 

R7.6.9 

県図協セミナー（第１回） 

「生成 AIと図書館の共創:情報ナビゲーターとしての司書

の専門性と新たな価値創造」 

講師：中崎 倫子 氏（昭和女子大学 現代ビジネス研究所）

参加者９１人（来場１８人、Zoom８人、YouTube６５人） 

岡山県立図書館 

・オンライン

・後日YouTube

R7.8.6 

県図協セミナー（第２回） 

「児童・生徒のためのビブリオバトル入門」 

講師：須藤 秀紹 氏（近畿大学情報学部 教授） 

参加者８９人（来場２８人、YouTube６１人） 

美咲町生涯学習

センター 

・後日YouTube

R7.9.19 

県図協セミナー（第３回） 

「学校図書館「像」の更新と、公共図書館との協働」 

講師：宮澤 優子 氏（伊勢市教育委員会事務局教育メディ

ア課 主幹） 

参加者４６人（来場１６人、Zoom１人、YouTube２９人） 

岡山県立図書館 

・オンライン

・後日YouTube

R7.10.11 

県図協教養講座 

「がんについて、知っておいていただきたいこと 

～基礎知識から情報探しまで～」 

講師：若尾 文彦 氏（国立がん研究センターがん対策情報

センター 副本部長） 

参加者６０人（来場１１人、Zoom５人、YouTube４４人） 

岡山県立図書館 

・オンライン

・後日YouTube

R8.1.23 

県図協セミナー（第４回） 

「安心して働ける図書館をつくろう－ひとりひとりが取り

組む心理的安全性－」 

講師：井上 昌彦 氏（関西学院大学図書館 運営課 課

長・司書） 

参加者１９人 

岡山県立図書館 

調

査

研

究 

研修助成金交付 R7.12.19 岡山県大学図書館協議会 

スキル向上

応援事業 
R7.12.3 二熊 恒平 氏（岡山県立図書館） 

研 修 参 加 

助 成 
R7.10.30～31 

第111回全国図書館大会愛媛大会 

小野寺 結 氏（瀬戸内市民図書館） 
愛媛県 
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資料② 

研究奨励金 交付なし 

図書館功労者表彰 R7.6.9 ７名 岡山県立図書館 

刊  

行 

会員名簿 R6.6.9 令和７年度版 

会  報 年2回 139号（9月）、140号（3月） 
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岡山県図書館協会 令和７年度収支決算書 資料③
＜一般会計の部＞　単位：円

（収入の部）

決算額(b) 増減額(b-a) 備　　考

1,009,000 △ 5,000

個人会員 265,000 △ 5,000 1,000円×265名

施設会員 744,000 0 92施設（公共72・大学18・諸施設2)

40,768 △ 576 日本図書館協会から

3,706 △ 8,245 寄付金・預金利息

1,215,715 0 前年度からの繰越金

　合　計 2,269,189 △ 13,821

（支出の部）

当初予算額(a) 移用額(a) 決算額(b) 予算残額(a-b) 備　　考

892,100 450,002 442,098
会議費 20,000 6,604 13,396 理事会・総会・企画委員会
研修・講習会費 250,000 202,935 47,065 県図協セミナー(4回）・教養講座
全公図分担金 27,100 27,100 0

研修助成金 360,000 55,850 304,150
研修参加助成（1名）
研修助成（1団体）
スキル向上応援事業助成（1件）

表彰費 35,000 29,639 5,361 図書館功労者7名表彰

刊行費 200,000 127,874 72,126
会報印刷代(2回）
会報執筆者謝礼

677,000 13,348 534,669 155,679

賃金 412,000 13,348 425,348 0
パート雇用
（12ヶ月分　含：保険料）

旅費 20,000 4,340 15,660 監査に係る交通費

需用費 75,000 14,221 60,779 事務用品(コピー用紙・封筒等）

役務費 170,000 90,760 79,240 事務連絡用メール便・切手等

713,910 △ 13,348 0 700,562

2,283,010 0 984,671 1,298,339

(収入決算額) ― (支出決算額) ＝ (差引残高)

2,269,189 ― 984,671 ＝ 1,284,518

＜研究奨励基金会計の部＞　単位：円
（収入の部）

決算額(b) 増減額(b-a) 備　考

1,699,764 0

2,967 2,731 令和7年度預金利息

0 0

1,702,731 2,731

（支出の部）

決算額(b) 予算残額(a-b) 備　考

0 0

0 0

（収入決算額）  （支出決算額）　（差引現在高）

　1,702,731    -　0    =　  1,702,731　（次年度へ繰越し）

科　目 当初予算額(a)

会　費

1,014,000

270,000

744,000

合　計

受取活動費 41,344

雑収入 11,951

繰越金 1,215,715

2,283,010

科　目

事業費

事務費

予備費

費　　目 当初予算額(a)

繰越金 1,699,764

運用益 236

研究奨励金交付 0

合計 0

寄付金 0

合計 1,700,000

費　　目 当初予算額(a)
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資料④

会計監査報告書

岡山県図書館協会会長 殿

岡山県図書館協会会則第9条により、 令和7年度岡山県図書館協会会計・

研究奨励基金会計について監査しましたので、 次のとおり報告します。

記

上記会計の帳簿及び証拠書類を監査したところ、 いずれも適正に処理され

ていることを認めます。

§年 午月lも日

監 事 早鳥町立図書競

丸人牙主y認）

8 年µ月 ／6日

監 事 か虚立し祠奢館
入 洪、
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資料⑤ 

岡山県図書館協会 令和８年度事業計画（案） 

事 業 名 実施期日 内 容 会 場 

会 

議 

理 事 会 R8.6.5 

【議案】 

・役員の選出

・図書館功労者の決定

・令和７年度事業報告、収支決算報告及び監査報告

・令和８年度事業計画(案)、収支予算(案)

・研究奨励金の交付について

【報告】

・企画委員の変更について

岡山県立図書館 

定 期 総 会 R8.6.22 

【議案】 

・役員の選出

・令和７年度事業報告、収支決算報告及び監査報告

・令和８年度事業計画(案)、収支予算(案)

【報告】

・図書館功労者表彰

・研究奨励金交付

岡山県立図書館 

企画委員会 2回 研修会の企画・会報の編集 
岡山県立図書館 

及びオンライン 

研

修

・

講

習

会

等 

研修・講習

会 

R8.6.22 

県図協セミナー（第１回） 

講演：「図書館における問題行動－カスタマーハラスメント

対応を中心に－」  

講師：関東学院大学 千 錫烈氏 

岡山県立図書館 

及びオンライン 

・後日YouTube

R8.7.28 

県図協セミナー（第２回） 

講演：「本の修理について」 

講師：大学製本所 亀山 寛嗣氏 

岡山県立図書館 

R8.8.28 

県図協セミナー（第３回） 

講演：「情報リテラシー教育」 

講師：中央大学 梅澤 貴典氏 

岡山大学図書館

及びオンライン

（仮） 

R8.11.7 

教養講座 

講演：「ウィキペディアでまちおこし」 

講師：京都府立丹後緑風高等学校 伊達 深雪氏 

岡山県立図書館 

及びオンライン

(仮) 

R9.1.29 

県図協セミナー（第４回） 

講演：「書店との連携」 

講師：合同会社未来読書研究所 田口 幹人氏 

岡山県立図書館 

及びオンライン

(仮) 

調

査

研

究 

研修助成金交付 年度内 研修団体に活動助成金交付 

研 修 参 加 

助 成 

R8.10.20～22 

R8.11.19～20 

R8.11.26～27 

開催なし 

未定 

県外研修会への参加助成 

① 図書館総合展

② 全国図書館大会

③ 全国公共図書館研究集会

サービス部門 総合・経営部門

④ 全国公共図書館研究集会

児童青少年部門

⑤ 中国・四国地区図書館地区別研修 等 

神奈川県 

石川県 

北海道 

－ 

香川県 

スキル向上

応援事業 
年度内 研修会や視察等に対し助成金交付 

図書館功労者表彰 R8.6.22 ４名（予定） 岡山県立図書館 

刊 

行 

会員名簿 R8.6.22 令和８年度版 

会 報 年2回 141号（9月）、142号（3月） 
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岡山県図書館協会　令和８年度収支予算書（案） 資料⑥

＜一般会計の部＞　単位：円

（収入の部）

予算額(a) 前年度予算額(b) 増減額(a-b) 備　　考

1,009,000 1,014,000 △ 5,000

個人会員 265,000 270,000 △ 5,000 1,000円×265 名

施設会員 744,000 744,000 0 92施設（公共72・大学等18・諸施設2）

41,344 41,344 0 日本図書館協会から

11,138 11,951 △ 813 研修会参加費・預金利息

1,284,518 1,215,715 68,803 前年度からの繰越金

　合　計 2,346,000 2,283,010 62,990

（支出の部）

予算額(a) 前年度予算額(b) 増減額(a-b) 備　　考

877,100 892,100 △ 15,000

会議費 20,000 20,000 0 理事会・総会・企画委員会

研修・講習会費 250,000 250,000 0 県図協セミナー・教養講座

全公図分担金 27,100 27,100 0

研修助成金 360,000 360,000 0
研修助成・研修参加助成・スキル向上応援
事業助成

表彰費 20,000 35,000 △ 15,000 図書館功労者表彰（4名表彰）

刊行費 200,000 200,000 0 会報印刷代・会報執筆者謝礼

695,000 677,000 18,000

賃金 430,000 412,000 18,000 事務補助員雇用

旅費 20,000 20,000 0 会計監査・他館研修事前連絡

需用費 75,000 75,000 0 事務用品・封筒・コピー用紙等

役務費 170,000 170,000 0 事務連絡用メール便・郵券等

773,900 713,910 59,990 令和13年80周年事業のための積み立て等

2,346,000 2,283,010 62,990

※ やむを得ない場合の科目間の移用を認めるものとする。

＜研究奨励基金会計の部＞　（令和８年４月１日現在）　単位：円

（収入の部）

予算額(a) 前年度予算額(b) 増減額(a-b) 備　考

1,702,731 1,699,764 2,967

2,269 236 2,033 預金利息

0 0 0

1,705,000 1,700,000 5,000

（支出の部）

予算額(a) 前年度予算額(b) 増減額(a-b) 備　考

50,000 0 50,000 申請1件

50,000 0 50,000

費　　目

科　目

会　費

受取活動費

雑収入

繰越金

科　目

事業費

事務費

予備費

合　計

合計

繰越金

運用益

寄付金

合計

費　　目

研究奨励金交付
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令和８年度岡山県図書館協会研修参加助成事業について（予定） 

 岡山県図書館協会では、会員の資質向上を図るため、会員が国内で開催される図書館

関係研修会に参加する際の経費を助成しています。 

正式に募集開始後、別途お知らせいたします。 

記 

１ 派遣対象者 岡山県図書館協会の個人会員（昨年度、当助成を受けた会員を除く） 

２ 派遣人員  予算の範囲内とします。 

３ 派遣対象研修（助成額未定） 

（１）第１１２回全国図書館大会石川大会〈石川県金沢市〉

１１月１９日（木）～１１月２０日（金） １泊２日 参加費 7,000 円

（２）全国公共図書館研究集会 サービス部門総合・経営部門〈北海道札幌市〉

１１月２６日（木）～１１月２７日（金） １泊２日 参加費未定

（３）全国公共図書館研究集会 児童・青少年部門

→今年度開催なし

（４）図書館総合展〈神奈川県横浜市〉

１０月２０日（火）～１０月２２日（木）２泊３日 参加費無料

（５）令和８年度 中国・四国地区図書館地区別研修〈香川県〉

日程未定 ３泊４日 参加費無料

※（２）（５）は現時点で開催内容未定です。公表され次第、当協会ホームページに

てお知らせします。 

※オンラインによる受講については助成対象ではありません。

※旅費及び参加費の合計金額が助成額を上回る部分は自己負担になります。

※助成金は、精算払いとします。

※研修会の詳細は主催者ホームページ等で確認し、申込みは各自で行ってください。

４ その他の研修について 

研修名を例示しませんが、以下にある団体が主催の研修も助成対象です。 

文部科学省 

文化庁 

国立情報学研究所(ＮＩＩ) 

国立国会図書館(ＮＤＬ)（国際子ども図書館含む） 

（公社）日本図書館協会（各部会・委員会が主催する事業含む） 

日本図書館研究会 

（公財）文字・活字文化推進機構 

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協） 

日本アーカイブズ学会 

デジタルアーカイブ学会 

（公財）伊藤忠記念財団 

（一社）日本国際児童図書評議会（ＪＢＢＹ） 

資料⑦ 
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（一財）出版文化産業振興財団（ＪＰＩＣ） 

国立大学図書館協会 

公立大学図書館協会 

私立大学図書館協会 

大学図書館研究会（大図研） 

（公社）全国学校図書館協議会（全国ＳＬＡ） 

日本学校図書館学会 

学校図書館問題研究会（学図研） 

図書館問題研究会（図問研） 

（一社）日本子どもの本研究会 

専門図書館協議会 

（一社）情報科学技術協会（ＩＮＦＯＳＴＡ） 

児童図書館研究会 

日本読書学会 

その他、助成を希望する研修があれば御相談ください。 

５ 助成申込方法 

申込書を郵送、ＦＡＸ又はメールで事務局に送付してください。 

６ 派遣者の決定 

申込みが、人員または予算を超えた場合は、会長が調整し決定します。 

７ 報告及び助成金申請書の提出 

派遣者は、研修終了後、助成金交付申請書と報告書を事務局に提出するものとし、確

認後、助成金を交付します。 

また、会報等へ参加報告を御執筆いただく場合があります。 

８ その他 申込書等の様式は当協会ホームページに掲載します。 

https://www.libnet.pref.okayama.jp/libnet/kentok/ 

【申込み・問い合わせ先】 

岡山県図書館協会事務局 担当 ：島津屋・井上 

〒700-0823 岡山市北区丸の内 2-6-30  

岡山県立図書館 図書館振興課内 

電話：086-224-1269 ＦＡＸ：086-224-1208 

E-mail：kento01@pref.okayama.lg.jp
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スキル向上応援事業実施要領

１ 趣 旨 

岡山県内の図書館事業の発展を図るとともに、会員のスキルを向上させるため、会員が計画、実施する

スキル向上応援事業（以下「事業」という。）に対し助成する。 

２ 助成金額 【 一人一回あたり５００円、年間１，０００円 を上限とする】 

会員が実施する事業の参加会員数に乗じて、助成金を交付する。 

なお、助成金は事業に要する経費の範囲内とする。 

３ 対象 

・岡山県図書館協会の個人会員

４ 実施時期 

年度内の４月１日から３月３１日とし、対象事業は１人あたり２回を上限とする。 

勤務日以外の日又は勤務時間外における閉館日等で公務従事に支障がない日時とする。 

５ 実施方法 

事業は趣旨に沿った内容とし、３人以上の会員が参加できるように計画・実施すること。 

なお、事業への参加には運営を行う者も含む。 

６ 事業内容 

勉強会や研修会（著作権勉強会やレファレンス技術向上研修会等）、図書館視察等 

※調査研究は研究奨励金を活用すること。

※対象外事業：懇親会等の飲食を主な目的とした事業は助成対象外とする。

７ 必要書類 

・スキル向上応援事業助成金交付請求書

・事業実施報告書

・参加者名簿（Excel データ）

様式自由

参加者の氏名・所属がある方は所属の記載は必須

・領収証・レシート（PDF、画像データ等）

・代表者の通帳のコピー

資料⑧ 
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８ 対象経費（例） 

・会場の借上料

・実施に必要な用品の購入費（備品及び必要以上の購入用品は対象外）

・講師の謝金

・上記の他運営に必要な経費（ただし、第三者の領収書の得られる経費に限る）

９ ＜申 請 手 続＞ 

① 事業終了後、速やかに「スキル向上応援事業助成金交付請求書」、「参加者名簿」及び「事業実施

報告書」に領収書等を添付して会長に提出する。

②内容によっては、助成金を交付できないことがあるので、初めて助成を利用する場合や対象経費等に 

疑義がある場合は、事業実施までに事前協議（電話・メール）願います。 

③ 事業実施内容を審査し、適正であると認めた場合は、代表者の指定する口座に送金する。

１０ 請求期限 

事業実施した年度の年度末まで（ただし、３月実施事業は４月４日まで） 

【事前協議連絡先】 岡山県図書館協会事務局 

ＴＥＬ：０８６－２２４－１２６９ 

メール：kento01@pref.okayama.lg.jp 
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資料⑨

館種 館名 氏名

県立 岡山県立図書館 水田
ミズタ

　菜摘
ナツミ

市立 岡山市立中央図書館 山村
ヤマムラ

　隼斗
ハヤト

市立 倉敷市立真備図書館 原田
ハラダ

　栄一
エイイチ

市立 浅口市立鴨方図書館 中嶋
ナカシマ

　利恵
リエ

市立 総社市図書館 赤木
アカギ

　郁子
イクコ

町立 里庄町立図書館 小野
オノ

　礼子
レイコ

町立 吉備中央町かもがわ図書館 松原
マツバラ

　文音
アヤネ

大学 美作大学図書館 川島
カワシマ

　和美
カズミ

大学 岡山理科大学図書館 林
ハヤシ

　成
セイ

吾
ゴ

館種 館名 氏名
県立 岡山県立図書館 梶原　捺未
市立 岡山市立中央図書館 金子　千づる
市立 倉敷市立玉島図書館 岡田　浩子
市立 津山市立図書館 山田　帆風
市立 井原市井原図書館 山室　真甲
町立 矢掛町立図書館 佐藤　結美
私立 金光図書館 金光　研治
大学 新見公立大学附属図書館 木山　知香

大学
くらしき作陽大学・作陽短期大学附属図
書館

村上　波

令和８・９年度企画委員

【参考】令和７年度企画委員
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令和８年度図書館功労者表彰（２０年表彰） 

 

 

 

[ 被表彰者（第２条第１号）] 

 

   杉野
す ぎ の

 和子
か ず こ

  （岡山県立図書館） 

松浦
まつうら

 清一
せいいち

  （金光図書館） 

   三船
み ふ ね

 充
みち

是
ゆき

  （岡山市立中央図書館） 

   山地
や ま じ

 早代
さ よ

  （岡山県立図書館） 

    

 

令和５年３月３１日現在 

 

(五十音順・敬称略) 
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■岡山県図書館協会会則

制 定 昭和26年10月17日

最終改正 平成20年５月26日

第１章 総 則

第１条（名称及び事務所）この会は、岡山県図書館協会と

称し、事務局を岡山県立図書館内に置く。

第２条（目的）この会は、図書館事業の発展並びに会員の

資質の向上を図り、もって県民の教養・文化の向上に寄

与することを目的とする。

第３条（事業）この会は、前条の目的を達成するため次の

事業を行なう。

一 図書館相互間及び関係団体との連絡提携

二 図書館に関係のある調査研究

三 講演会、講習会、研究会、展覧会の開催

四 日本図書館協会との連絡提携

五 その他この会の目的を達成するため必要な事業

第２章 組 織

第４条（会の構成）この会は、岡山県内の公共・大学・学

校・専門図書館、公民館、その他図書資料を有する団体

機関（以下「施設会員」という。）及びその施設に属する

職員、その他一般の人（以下「個人会員」という。）でこ

の会の目的に賛同するものをもって組織する。

第５条（入会及び退会）この会に新たに入会しようとする

ものは、会費を添え所定の申込書によって会長に申し込

むものとする。

２ 会を退会しようとするものは、その理由をつけて会長

に届出るものとする。また、個人会員の場合、その年度

の９月30日までに会費の払い込みがない場合は、退会し

たものと見なす。

第６条（会費）会員は、会費を納入しなければならない。

会費の額については、会費に関する細則で定める。

第７条（委員会）本会には、委員会を設けることができる。

委員会の設置及び委員会の規約については、理事会で議

決する。

第３章 役員及び職員

第８条（役員）この会に、次の役員を置く。

会 長 １名 副会長 若干名

理 事 若干名 監 事 ２名

第９条（役員の任務）会長は、本会を代表し、会務を総括

する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その

職務を代行する。

３ 理事は、会長及び副会長と理事会を組織して会務の企

画運営を審議し執行する。

４ 監事は、会計を監査する。

第10条（役員の選出及び任期）会長、副会長、理事、監事

は、会員中から総会において選出する。

２ 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

３ 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。

４ 役員は、任期満了後も後任者の就任するまでその職務

を行なうものとする。

第11条（事務局）この会に事務局を置く。

２ 事務局に、事務局長、書記その他必要な職員を置き、

会長がこれを委嘱する。

第４章 顧問及び参与

第12条（顧問及び参与）この会に、顧問及び参与を置くこ

とができる。顧問には、特に本会に功績のあったもの及

び学識経験のあるもの、参与には、特に本会に深い関係

を有するもののうちから、理事会において承認を得るも

のとする。

第５章 会 議

第13条（会議）会議は、総会及び理事会の２種とする。

２ 会議は、会長がこれを招集し、会議の議長はそのつど

会員のうちから選出する。

第14条 会議は、構成員の半数以上が出席しないと成立し

ない。この場合において、事前に委任状を提出して他の

構成員に議決権を委任した場合は、その会議に出席した

ものとみなす。

２ 議決には、出席者の半数以上の賛成を得なければなら

ない。可否同数のときは、議長の裁決による。

第15条（総会）総会は、毎年１回開き、前年度事業報告及

び収支決算報告の承認、役員の選出、当該年度の事業計

画及び収支予算その他重要な議案を議決する。

２ 会長が必要と認めたとき又は会員の１／３以上の請求

があったとき、会長は臨時総会を開かねばならない。

第16条（理事会）理事会は、前年度事業報告及び収支決算

報告、当該年度事業計画及び収支予算について、総会へ

提出する案を審議する。その他総会に提出すべき議案そ

の他会務の企画について、審議する。

２ 緊急を要する事項で総会を開催することができないと

会長が判断した場合、理事会を開いて決議することがで

きる。その場合、書面又は口頭により意見を求めて、理

事会に代えることができる。以上の決議は、総会での事

後承認を要するものとする。

第６章 会 計

第17条（特別会計）特定の事業の経理を明確にするため、

特別会計を設置することができる。

第18条（収入）この会の経費は、会費、寄附金その他の収

入をもってあてる。会費の納入は、毎年６月末日までに

納入するものとする。

第19条（会計年度）この会の会計年度は、毎年４月１日に

始まり、翌年３月31日に終わる。

第７章 帳 簿

第20条（備えなければならない帳簿）この会に、次の帳簿

を備えなければならない。

１ 会議録

２ 金銭出納簿

３ 事業記録簿

４ 会員名簿

５ その他必要な帳簿

第８章 補 則

第21条（会則の変更）この会則の変更は、総会の議決によ

る。

第22条（細則）会長は、この会の運営に関する細則を別に

定めることができる。

附 則（略）

■岡山県図書館協会会費に関する細則

最終改正 令和２年６月26日

第１条 この細則は岡山県図書館協会会則第６条によって

定める。

第２条 会費は、施設会費と個人会費の２種とし、施設会

費をさらにＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉの９段

階にわける。施設会費のランクの基準及び金額について

は、別表のとおりとする。

２ 個人会費は、年間1,000円とする。

第３条 この細則の変更は総会の議決による。

附 則（略）

岡山県図書館協会規程集（簡易版）令和２年６月現在
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岡山県図書館協会会費に関する細則 別表

ランク 基 準 金額

Ａ 県立図書館 62,000

人口４０万人以上で、複数図書館設置の市に
Ｂ 60,000

おける中心図書館

人口１０万人以上で、複数図書館設置の市に
Ｃ 22,000

おける中心図書館

Ｄ 大学図書館・岡山県議会図書室 17,000

人口１０万人未満で、複数図書館設置の市に
Ｅ 12,000

おける中心図書館

複数の図書館設置の町村における中心図書館
Ｆ 11,000

・短期大学図書館・高等専門学校

Ｇ 人口１０万人未満の市の単独図書館 9,000

Ｈ 町村における単独図書館 6,000

Ｉ 公民館図書室 3,000

※私立図書館及び諸施設についての会費は総会で決定する。
※中心図書館の施設会費金額には、複数図書館分を含む。
※県立図書館施設会費には全国公共図書館協議会負担金を含む。

■岡山県図書館協会表彰規程

最終改正 平成25年６月９日

第１条（目的）この規程は、図書館の振興に功労のあった

岡山県図書館協会（以下「本会」という。）会員を表彰す

るとともに、本会の発展に功績のあった者に感謝の意を

表明することを目的とする。

第２条（表彰の対象及び推薦）会員の表彰は次の各号の１

に該当するものについて行う。

１ 20年以上個人会員として在籍し功労のあった者

２ 図書館の活動および研究に特別の功労があった者

３ その他、特に表彰することが適当と認められる者

２ 前項第２号及び第３号は、別紙様式「図書館功労者表

彰推薦書」（省略）により、会員が推薦する。

第３条（表彰）表彰は理事会の議を経て毎年１回会長がこ

れを行う。

ただし、特に必要があるときには、臨時に表彰するこ

とができる。

２ 表彰は表彰状により行う。この場合、副賞として記念

品を添えることができる。

第４条（感謝状）本会の発展に著しい功績があった者に感

謝状を贈呈することができる。

この場合は、第３条の定めを準用する。

附則（省略）

■岡山県図書館協会企画委員会設置に関する規則

昭和59年８月２日制定

第１条（名称）この会は、岡山県図書館協会企画委員会と

称する。

第２条（目的）この会は、館種を越えて会員の声を反映さ

せ、よって図書館協会事業の一層の促進を図ることを目

的とする。

第３条（事業）この会は、前条の目的を達成するため、会

長からの諮問に答えるとともに委託された事業を行う。

１ 会報の編集

２ 研修会、講習会等の企画

３ 相互協力の推進

４ その他、図書館界発展のために必要な事業

第４条（委員）この会は、会員の中から会長の委嘱を受け

た委員10名程度で構成され、任期は２年とする。

第５条（役員）この会に次の役員及び係を置く。

１ 委員長１名 ２ 副委員長１名

３ 会計係 ４ 記録係

役員は、委員の中から委員会において選出される。

役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。

第６条（会議）会議は委員長が召集し、会議の議長は委員

長が務める。委員長に事故あるときは、副委員長が代行

する。

定例会議は年３回とする。

その他、必要があるときは、委員長がこれを召集する。

付 則

この規則は、平成11年５月13日から実施する。

■岡山県図書館協会研究奨励基金に関する規程

平成２０年 ５月２６日制定

平成２４年 ６月２８日改正

第１章 基金の管理

第１条（設置及び目的）岡山県図書館協会（以下「協会」

という。）は会員の図書館に関する研究の奨励（以下「研

究奨励」という。）のため、岡山県図書館協会研究奨励基

金（以下「基金」という。）を設置する。

第２条（積立て）基金として積み立てる額は、次に掲げる

額の合計額とする。

１ 前条の目的のために寄附された寄付金の額

２ 前号に掲げるもののほか、協会一般会計予算に定め

る額

第３条（管理）基金に属する現金は、金融機関への預金そ

の他最も確実かつ有利な方法により保管しなければなら

ない。

第４条（運用益金の処理）基金の運用から生ずる収益は、

予算の定めるところにより第一条に定める研究奨励の財

源に充てることができる。

第５条（処分）基金は、第１条の目的を達成するため特に

必要な場合に限り、これを処分することができる。

第２章 研究奨励金の交付手続き

第６条（交付申請）第１条に定める研究のため、研究奨励

金の交付を希望する者は、様式第１号により、研究主題

・研究概要等を明らかにして、別に通知する日までに、

会長に申請しなければならない。

２ 対象となる研究は、新しく着手するもの、研究中のも

の、すでに終わったものの、いずれも可とする。

第７条（審査）会長は、前条の申請をうけたときは、別に

委嘱する審査委員に研究内容等の審査を行わせるものと

する。

第８条（交付の決定及び額）研究奨励金の交付及び金額は、

前条の審査結果を踏まえ、理事会の議決を経て会長が決

定する。

２ 交付金額は、上限を５万円とする。

第９条（研究成果の報告）研究奨励金の交付を受けた者は、

研究終了後１年以内に研究主題・研究概要等を様式第２

号により会長に報告しなければならない。

第１０条（その他）研究奨励金の取扱いに関し、本規程に

定めのない事項については、理事会の意見を聞いて、会

長が別に定める。

附則

１（関係規程等の廃止）岡山県図書館協会研究奨励基金の

設定に関する規程（昭和41年８月９日）及び研究奨励金の

交付に関する細則（昭和42年１月23日）は、廃止する。

（※ 様式省略）
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